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　　★おいしいものを届けるためにがんばっている人にも

　　感謝をしよう！
　　当たり前のように口にしている食べ物が食卓に届くまでに、どう　

　　やって育てられ、どんな人がかかわっているのか考えてみよう！

　　食べものが口の中に入るまで

　私たちは毎日、他の生き物の命をいただいています。動物や植物など ・牛や豚や鶏を飼育している人
の生きものも、すべて地球の営みから生かされていることを忘れずに、 ・野菜や果物を作っている人
感謝をしながら食事をいただきましょう。 ・魚を捕っている人

・運ぶ人

・調理する人

たくさんの人々がかかわっています

　　★残さず食べよう
　　　　毎日かかさずごはんを食べられる状況にあると、そのありがたみを

　　　忘れてしまいがちです。苦手な食べ物もあるかもしれませんが、安易

　　　に「嫌い・まずい」などと言うことは、マナー違反です。自然への感謝

　　　の感謝、農業・漁業などを営む人への感謝、料理を作ってくれた人へ

　　　の感謝の気持を忘れずに感謝していただきましょう。また、適量を盛り

　　　付け、食べ残しをしないように心がけましょう。

2月の給食だより

★感謝して食べよう★

命をいただくことについて

食材の生きている姿や変化を見せることで、命をいただ

くことを伝えてみましょう。例えば、食べたあとの種は土

に植えると芽が出ることや、にんじんやだいこんの切り

口を水につけると芽吹くことなど、見たり、触れたり、香り

をかいだりして五感を感じることで、子どもたちは食材の

命を実感することができます。

ひまわり組（５歳児クラス）では、お魚さばき（命の会）を

２月に行う予定です。命をいただいて自分が生かされて

いることを学びます。

節分の豆まきについて

『硬い豆やナッツ類は、5歳以下の子どもには食べさせないでください』(豆による

子どもの誤嚥・窒息の予防 消費者庁より）

※咽頭や気管に詰まると窒息しやすく、大変危険です。小さく砕いた場合でも、気

管に入りこんでしまうと肺炎や気管支炎になるリスクがあります。

節分の豆まきは、個包装されたものを使用するなど工夫して行い、子どもが拾って

勝手に一人で口に入れないように、気をつけましょう。


